
『
天
書
』
逸
文
か
ら
み
た
大
友
皇
子
の
即
位
と
「
印
璽
」

西

本

昌

弘

は
じ
め
に

天
智
天
皇
の
崩
後
に
大
友
皇
子
が
即
位
し
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
古
来
か
ら
議
論
が
あ
る
。
私
は
伴
信
友
の
見
解
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
大
友
は
天
智
崩
後
ま
も
な
く
践
祚
し
て
い
た
可
能
性
が
高
く
、
皇
位
の
象
徴
た
る
神
器
は
大
友
の
手
に
渡
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
論

じ
た（

⚑
）。
大
友
が
神
器
を
受
け
て
践
祚
し
て
い
た
と
す
る
と
、
こ
と
は
不
改
常
典
の
問
題
と
も
関
わ
っ
て
く
る
。
天
智
天
皇
が
定
め
た
不
改

常
典
は
皇
位
継
承
や
践
祚
の
こ
と
と
密
接
に
関
係
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
大
友
が
神
器
を
受
け
て
践
祚
し
た
と
す
る
と
、
そ
れ
こ
そ
が

不
改
常
典
に
依
拠
し
た
践
祚
の
最
初
の
実
修
例
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

『
日
本
書
紀
』
は
壬
申
の
乱
を
勝
ち
抜
い
た
天
武
天
皇
が
編
纂
を
命
じ
た
も
の
で
、
天
武
や
そ
の
子
孫
の
意
向
が
強
く
反
映
さ
れ
た
史

書
で
あ
っ
た
た
め
に
、
大
友
の
立
太
子
や
践
祚
・
即
位
に
関
す
る
記
事
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、『
懐
風
藻
』
は
大
友
が
「
立
ち

て
皇
太
子
と
為
る
」
と
記
し
、
薬
師
寺
東
塔
檫
銘
は
天
武
元
年
が
壬
申
年
の
翌
年
で
あ
る
か
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
本
稿
で
紹
介
す
る

「
天
書
世
王
伝
」
も
そ
れ
ら
と
同
様
の
『
日
本
書
紀
』
異
伝
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
史
料
を
分
析
し
な
が
ら
、
大
友
皇
子
の
即
位
と
「
印
璽
」

に
関
す
る
記
載
の
信
憑
性
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

『
天
書
』
逸
文
か
ら
み
た
大
友
皇
子
の
即
位
と
「
印
璽
」（
西
本
）
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一
「
天
書
世
王
伝
」
に
み
え
る
大
友
皇
子
の
即
位
と
「
印
璽
」

大
友
皇
子
が
神
器
を
受
け
て
践
祚
し
た
こ
と
を
示
唆
す
る
記
事
に
「
天
書
世
王
伝
」
が
あ
る
。
管
見
の
と
こ
ろ
、「
天
書
世
王
伝
」
は

二
つ
の
史
料
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
『
石
清
水
八
幡
宮
史
料
叢
書
』
二
に
収
め
ら
れ
た
「
御
鏡
等
事

第
三
本
」
と
い
う
文
書
中

に
、
次
の
よ
う
に
引
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る（

⚒
）。

天
書
世
王
伝
云
、
皇
子
大
友
、
字
伊
賀
、
容
貌
端
爽
。
天
開
天
皇
天
智

天
皇
即
世
、
明
年
春
正
月（
二
日
）

癸
巳
、
即
位
。
秋
七
月（
二
二
日
）

辛
亥
、
男
依
東
宮

将

進
二
入
京
師
一
。〔
遣
〕

遺
二
大
将
軍
智
尊
一
、
逆
二
戦
於
池
湯
河
東
一
、
先
勝
後
敗
。
輿
辞
臣
馳
、
幸
千
你
。（
二
五
日
）

甲
寅
、
薬
薨
。（
二
六
日
）

乙
卯
、
男
依

収
二
吾
印
璽
一
奉
二
于
東
宮
一
。

「
御
鏡
等
事

第
三
本
」
は
、「
先
代
旧
事
本
紀
」「
日
本
書
紀
」「
神
祇
令
」
を
は
じ
め
と
す
る
和
漢
の
書
か
ら
神
鏡
・
神
璽
や
七
廟
・

社
稷
な
ど
に
関
係
す
る
記
事
を
引
用
・
集
成
し
、
そ
れ
ら
の
起
源
や
変
遷
を
示
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
天
書
世
王
伝
」
に
は

大
友
皇
子
の
即
位
や
「
印
璽
」
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
が
、「
池
湯
河
」、「
輿
辞
臣
馳
」、「
幸
千
你
」
な
ど
意
味
不
明
の
箇
所
が
あ
る
。

い
ま
一
つ
は
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
九
条
本
『
諸
道
勘
文

神
鏡
』
第
三
所
収
の
大
外
記
清
原
頼
業
勘
文
に
、「
先
代
旧
事
本
紀
」「
古

事
記
」「
延
喜
式
」
な
ど
と
と
も
に
引
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

天
書
世
王
伝
云
、
皇
子
大
友
、
字
伊
賀
、
容〔
貌
〕

貇
端
爽
。
天
開
天
皇
天
智

天
皇
即
世
、
明
年
春
正
月（
二
日
）

癸
巳
、
即
位
。
秋
七
月（
二
二
日
）

辛
亥
、
男
依
東
宮

将

進
二
入
京
師
一
。
遣
二
大
将
軍
智
尊
一
、
逆
二
戦
於
泄
湯
河
東
一
、
先
勝
後
敗
。
与
二
群
臣
一
馳
、
幸
二
于
你
一
。（
二
五
日
）

甲
寅
、
薬
薨
。（
二
六
日
）

乙
卯
、

男
依
収
二
吾
印
璽
一
奉
二
于
東
宮
一
。

お
お
む
ね
「
御
鏡
等
事

第
三
本
」
所
引
文
と
同
じ
で
あ
る
が
、「
御
鏡
等
事

第
三
本
」
で
は
「
池
湯
河
」、「
輿
辞
臣
馳
」、「
幸
千
你
」

と
書
か
れ
て
い
た
箇
所
が
、『
諸
道
勘
文

神
鏡
』
第
三
で
は
「
泄
湯
河
」、「
与
群
臣
馳
」、「
幸
于
你
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
ち

關
西
大
學
『
文
學
論
集
』
第
七
十
四
巻
第
三
号
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ら
の
方
が
正
確
な
記
述
と
考
え
ら
れ
る
。「
泄
湯
河
」
は
瀬
田
川
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
。「
与
二
群
臣
一
馳
、
幸
二
于
你
一
」
と
は
、
大
友
皇

子
が
群
臣
と
と
も
に
走
り
去
り
、
互
い
に
「
你な

ん
じに
幸
あ
れ
」
と
励
ま
し
あ
っ
た
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
は
壬
申
の
乱
に
お
け
る
近
江
朝
廷
瓦
解
時
の
様
子
を
描
写
し
た
も
の
で
あ
る
が
、『
日
本
書
紀
』
天
武
元
年
紀
で
は
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
る
。
七
月
辛
亥
（
二
十
二
日
）、
大
海
人
皇
子
方
の
将
で
あ
る
村
国
連
男
依
ら
が
瀬
田
に
到
り
、
近
江
朝
廷
方
の
将
で
あ
る

智
尊
ら
と
激
し
く
戦
い
、
勝
利
し
た
男
依
ら
は
智
尊
を
橋
の
傍
ら
に
斬
っ
た
。
大
友
皇
子
・
左
右
大
臣
ら
は
逃
亡
し
た
。
壬
子
（
二
十
三

日
）
に
は
男
依
ら
が
近
江
の
将
犬
養
連
五
十
君
ら
を
粟
津
市
に
斬
っ
た
。
こ
こ
に
大
友
皇
子
は
逃
げ
て
入
ら
ん
所
な
く
、
す
な
わ
ち
還
り

て
山
前
に
隠
れ
て
自
絞
し
た
。
乙
卯
（
二
十
六
日
）
に
将
軍
ら
は
不
破
宮
に
向
か
い
、
大
友
皇
子
の
首
を
大
海
人
皇
子
に
献
っ
た
。

「
天
書
世
王
伝
」
の
所
伝
は
『
日
本
書
紀
』
の
伝
え
と
お
お
む
ね
一
致
し
て
い
る
が
、
天
智
没
後
翌
年
正
月
癸
巳
（
二
日
）
に
大
友
が

即
位
し
た
と
記
す
こ
と
と
、
同
年
七
月
甲
寅
（
二
十
五
日
）
に
大
友
皇
子
が
「
薬
薨
」
し
、
同
月
乙
卯
（
二
十
六
日
）
に
「
男
依
収
二
吾

印
璽
一
奉
二
于
東
宮
一
」、
す
な
わ
ち
男
依
が
「
吾
が
印
璽
」
を
収
め
て
東
宮
（
大
海
人
皇
子
）
に
奉
っ
た
と
書
い
て
い
る
こ
と
が
、『
日
本

書
紀
』
の
記
載
と
大
き
く
異
な
る
点
で
あ
る
。

「
薬
薨
」
に
つ
い
て
は
、
書
直
薬
が
薨
去
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
の
見
方
も
可
能
で
あ
る
が（

⚓
）、
書
直
薬
は
『
日
本
書
紀
』
天
武
元
年

六
月
丁
亥
（
二
十
七
日
）
条
に
、
近
江
朝
か
ら
遣
わ
さ
れ
た
駅
使
韋
那
公
磐
鍬
の
徒
で
、
忍
坂
直
大
麻
呂
と
と
も
に
大
海
人
方
の
伏
兵
に

捕
ら
え
ら
れ
た
と
あ
る
人
物
で
、
こ
の
よ
う
な
脇
役
の
人
物
の
死
を
「
天
書
世
王
伝
」
が
記
す
と
は
考
え
に
く
い
。
や
は
り
「
薬
薨
」
と

は
大
友
皇
子
が
薬
を
仰
い
で
薨
じ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。『
日
本
紀
略
』
大
同
二
年
（
八
〇
七
）
十
一
月
乙
未
条
に
「
親
王

母
子
、
仰
レ
薬
而
死
。
時
人
哀
レ
之
」
と
あ
り
、
中
国
正
史
の
『
北
斉
書
』
に
も
、
武
平
四
年
（
五
七
三
）
五
月
に
蘭
陵
武
王
孝
瓘
が
「
遂

飲
レ
薬
薨
」
と
あ
る
。「
薬
薨
」
は
「
仰
レ
薬
而
薨
」「
飲
レ
薬
薨
」
を
略
記
し
た
も
の
と
み
な
せ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
み
て
よ
い
と
す

る
と
、
大
友
皇
子
が
「
自
絞
」
し
て
死
去
し
た
と
す
る
『
日
本
書
紀
』
の
記
載
と
は
異
な
り
、「
天
書
世
王
伝
」
に
は
大
友
は
「
薬
」
を

『
天
書
』
逸
文
か
ら
み
た
大
友
皇
子
の
即
位
と
「
印
璽
」（
西
本
）
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仰
い
で
薨
去
し
た
と
い
う
別
の
死
因
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
男
依
が
「
吾
が
印
璽
」
を
収
め
て
東
宮
に
奉
っ
た
と
い
う
の
は
、『
日
本
書
紀
』
に
は
み
え
な
い
独
自
の
記
載
で
あ
る
。
こ
の

記
事
は
近
江
朝
廷
側
の
視
点
か
ら
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
令
制
下
に
お
い
て
践
祚
時
に
神
璽
鏡
剣
を
奉
上
し
た
の
が
忌
部
氏

で
あ
っ
た
こ
と
を
思
う
と
、「
吾
が
印
璽
」
と
い
う
表
現
に
は
忌
部
氏
が
管
掌
し
て
い
た
「
印
璽
」
が
接
収
さ
れ
た
と
い
う
意
味
合
い
も

含
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、「
天
書
世
王
伝
」
は
大
友
皇
子
の
即
位
を
認
め
、
皇
位
と
関
係
す
る
も
の
と
し

て
「
印
璽
」
を
特
記
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

九
条
本
『
諸
道
勘
文

神
鏡
』
は
南
北
朝
期
の
写
本
で
、
神
鏡
に
関
す
る
勘
文
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
全
三
巻
の
う
ち
第
二
と
第
三

の
翻
刻
が
高
田
義
人
・
臼
井
和
樹
両
氏
に
よ
っ
て
、
第
一
の
翻
刻
が
神
戸
航
介
・
杉
田
建
斗
両
氏
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
、
解
説
も

加
え
ら
れ
て
い
る（

⚔
）。
高
田
・
臼
井
両
氏
に
よ
る
と
九
条
本
『
諸
道
勘
文

神
鏡
』
三
巻
は
、『
本
朝
書
籍
目
録
』
に
み
え
る
「
諸
道
勘
文

二
百
巻
」
あ
る
い
は
「
続
諸
道
勘
文
」
の
伝
本
の
一
つ
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
、
あ
る
い
は
こ
れ
ら
か
ら
の
抄
出
本
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
。
三
巻
の
う
ち
第
二
・
第
三
の
二
巻
に
は
寿
永
二
年
八
月
の
諸
道
勘
文
（
寿
永
勘
文
）
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
寿
永
勘
文
は
寿
永
二

年
（
一
一
八
三
）
七
月
二
十
五
日
の
平
家
の
都
落
ち
に
よ
っ
て
、
安
徳
天
皇
が
神
器
と
と
も
に
西
国
へ
向
か
っ
た
の
ち
、
神
器
な
し
で
新

帝
を
立
て
る
べ
き
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
諸
道
に
勘
文
提
出
を
命
じ
た
結
果
、
八
月
十
五
日
・
十
六
日
に
作
成
提
出
さ
れ
た
勘
文
を
集
め

た
も
の
で
あ
る（

⚕
）。

「
天
書
世
王
伝
」
を
引
用
す
る
の
は
第
三
に
所
収
の
大
外
記
清
原
頼
業
に
よ
る
寿
永
二
年
八
月
十
六
日
付
け
勘
文
で
あ
り
、
こ
の
頼
業

の
勘
文
を
含
め
て
、
寿
永
の
各
勘
文
の
多
く
は
、
ま
ず
践
祚
し
、
の
ち
に
神
器
を
得
た
前
例
を
、
和
漢
の
文
献
を
博
捜
し
て
列
挙
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
勘
文
を
う
け
て
、
同
年
八
月
十
八
日
の
陣
定
で
は
諸
卿
全
員
が
神
器
な
く
新
帝
の
践
祚
を
行
う
べ
し
と
い
う
結
論
で
一
致

し
た
と
い
う（

⚖
）。 關

西
大
學
『
文
學
論
集
』
第
七
十
四
巻
第
三
号
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清
原
頼
業
は
勘
文
中
に
前
掲
し
た
「
天
書
世
王
伝
」
逸
文
を
引
用
し
た
の
ち
、
さ
ら
に
別
の
箇
所
で
こ
の
逸
文
を
踏
ま
え
て
、
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

如
二
天
書
世
王
伝
一
者
、
大
友
皇
子
嗣
レ
世
即
位
、
天
武
天
皇
以
二
東
宮
一
興
レ
兵
相
争
、
大
友
敗
没
之
後
、
始
得
二
印
璽
一
。

頼
業
は
「
天
書
世
王
伝
」
の
記
載
か
ら
大
友
の
即
位
を
認
め
、
天
武
は
東
宮
の
身
分
で
兵
を
興
し
て
争
い
、
大
友
が
敗
れ
没
し
た
の
ち

に
は
じ
め
て
「
印
璽
」
を
得
た
と
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
天
書
世
王
伝
」
の
記
載
は
平
家
の
都
落
ち
後
、
神
器
な
く
新
帝
の
践

祚
を
行
う
べ
し
と
い
う
陣
定
の
多
数
意
見
に
影
響
を
与
え
た
重
要
な
記
事
で
あ
る
が
、
大
友
皇
子
の
即
位
を
明
記
す
る
と
と
も
に
、
皇
位

と
深
く
関
わ
る
も
の
と
し
て
「
印
璽
」
の
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

後
述
す
る
よ
う
に
、
二
種
の
伝
本
『
天
書
』
を
含
め
て
『
天
書
』
と
い
う
書
物
は
偽
書
と
さ
れ
る
場
合
が
多
い
が
、
朝
廷
の
求
め
に
応

じ
て
提
出
さ
れ
た
勘
文
に
引
用
さ
れ
て
い
る
「
天
書
世
王
伝
」
に
そ
の
よ
う
な
疑
い
を
容
れ
る
余
地
は
な
い
。「
天
書
世
王
伝
」
は
『
天
書
』

の
真
正
な
る
逸
文
と
し
て
認
定
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
大
友
皇
子
が
即
位
し
、
近
江
朝
廷
の
「
印
璽
」
を
大
海
人
方
が

接
収
し
た
と
い
う
伝
え
は
、『
日
本
書
紀
』
と
は
異
な
る
所
伝
と
し
て
無
視
で
き
な
い
も
の
と
い
え
る
。

『
日
本
書
紀
』
の
な
か
か
ら
天
皇
即
位
時
に
授
受
さ
れ
る
神
器
の
こ
と
に
言
及
し
た
記
事
を
抜
き
出
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

①

…
…
今
当
レ
上
二
天
皇
璽
符
一
。
於
是
、
群
臣
大
喜
、
即
日
捧
二
天
皇
之
璽
符
一
、
再
拝
上
焉
。
…
…
乃
即
二
帝
位
一
。（
允
恭
元
年
十
二

月
条
）

②

大
伴
室
屋
大
連
、
率
二
臣
連
等
一
、
奉
二
璽
於
皇
太
子
一
。（
清
寧
即
位
前
紀
）

③

百
官
大
会
。
皇
太
子
億
計
（
仁
賢
）
取
二
天
子
之
璽
一
、
置
二
之
天
皇
之
坐
一
。（
顕
宗
即
位
前
紀
）

④

大
伴
金
村
大
連
、
乃
跪
上
二
天
子
鏡
剣
璽
符
一
、
再
拝
。
…
…
乃
受
二
璽
符
一
。
是
日
即
二
天
皇
位
一
。（
継
体
元
年
二
月
甲
午
条
）

⑤

群
臣
奏
上
二
剣
鏡
於
武
小
広
国
押
盾
尊
（
宣
化
）一
、
使
レ
即
二
天
皇
之
位
一
焉
。（
宣
化
即
位
前
紀
）

『
天
書
』
逸
文
か
ら
み
た
大
友
皇
子
の
即
位
と
「
印
璽
」（
西
本
）
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⑥

百
寮
上
レ
表
勧
進
、
至
二
于
三
一
乃
従
レ
之
。
因
以
奉
二
天
皇
之
璽
印
一
。（
推
古
即
位
前
紀
）

⑦

大
臣
及
群
卿
、
共
以
二
天
皇
之
璽
印
一
、
献
二
於
田
村
皇
子
（
舒
明
）一
。
…
…
即
日
即
二
天
皇
位
一
。（
舒
明
元
年
正
月
丙
午
条
）

⑧

天
豊
財
重
日
足
姫
天
皇
、
授
二
璽
綬
一
禅
レ
位
。
策
曰
、
咨
爾
軽
皇
子
（
孝
徳
）
云
々
。（
孝
徳
即
位
前
紀
）

皇
位
継
承
の
際
に
大
臣
や
群
臣
か
ら
奉
呈
さ
れ
る
神
器
は
「
璽
符
」「
璽
」「
璽
印
」「
璽
綬
」
な
ど
と
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う

ち
の
「
璽
符
」
に
つ
い
て
は
、
④
に
「
鏡
剣
璽
符
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
「
鏡
剣
璽
符
」
は
「
鏡
剣
の
璽
符
」

と
読
む
べ
き
な
の
で
、
結
局
、「
璽
符
」
は
鏡
と
剣
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
⑤
が
単
純
に
「
剣
鏡
」
を
奏
上
と
書
い
て
い
る
よ
う
に
、

皇
位
継
承
時
に
授
受
さ
れ
る
神
器
は
、「
璽
符
」「
璽
印
」「
璽
綬
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
に
表
現
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
鏡
剣
を
意

味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

『
漢
書
』
文
帝
紀
に
「
臣
謹
奉
二
天
子
璽
符
一
、
再
拝
上
」、『
漢
書
』
宣
帝
紀
に
「
群
臣
奉
二
上
璽
綬
一
、
即
二
皇
帝
位
一
」
と
あ
る
よ
う
に
、

中
国
皇
帝
の
即
位
記
事
に
は
璽
符
や
璽
綬
を
奉
上
す
る
と
書
く
こ
と
が
通
例
で
、
こ
の
場
合
の
璽
符
・
璽
綬
の
実
態
は
伝
国
璽
と
呼
ば
れ

た
玉
印
と
綬
（
組
紐
）
で
あ
っ
た（

⚗
）。
小
島
憲
之
氏
は
『
日
本
書
紀
』
が
『
漢
書
』
に
よ
っ
て
多
く
潤
色
さ
れ
て
い
る
事
実
を
指
摘
し
、
そ

の
具
体
例
と
し
て
、
①
の
允
恭
即
位
記
事
と
④
の
継
体
即
位
記
事
が
『
漢
書
』
文
帝
紀
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る（

⚘
）。『
日
本

書
紀
』
の
即
位
記
事
に
は
漢
籍
に
よ
る
潤
色
が
色
濃
く
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
璽
符
・
璽
綬
な
ど
と
書
か
れ
て
い
て
も
、
そ
れ
ら
は
中

国
の
神
器
と
は
関
わ
り
な
く
、
実
際
に
は
鏡
と
剣
を
さ
す
も
の
で
あ
っ
た
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
こ
と
は
允
恭
以
降
の

大
王
が
即
位
時
に
実
際
に
鏡
剣
を
授
受
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。

和
田
萃
氏
は
④
以
降
の
記
事
を
お
お
む
ね
信
じ
て
、
璽
符
で
あ
る
鏡
剣
が
大
王
位
の
レ
ガ
リ
ア
と
し
て
奉
呈
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は

継
体
以
降
と
推
測
し
た（

⚙
）。
大
王
墓
と
み
ら
れ
る
大
型
前
方
後
円
墳
か
ら
鏡
や
剣
が
多
く
出
土
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
可
能
性
は
な
い
と
は

い
え
な
い
が
、『
日
本
書
紀
』
の
潤
色
で
あ
る
可
能
性
を
排
除
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
一
方
で
直
木
孝
次
郎
氏
は
、
舒
明
の
即
位
記
事
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ま
で
は
「
璽
」「
璽
符
」「
璽
印
」
と
い
う
漠
然
た
る
書
き
方
を
し
て
い
る
の
で
、
い
ず
れ
も
『
日
本
書
紀
』
編
者
の
作
文
で
あ
ろ
う
と
し
、

孝
徳
以
降
の
即
位
記
事
に
史
実
を
認
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
天
智
が
唐
の
伝
国
璽
に
な
ら
っ
て
三
種
の
神
宝
を
即
位
時
に
奉
献

す
る
儀
礼
を
近
江
令
に
定
め
、
こ
れ
が
天
智
・
弘
文
・
天
武
の
即
位
式
で
実
修
さ
れ
た
が
、
浄
御
原
令
以
降
は
二
種
の
神
宝
（
鏡
剣
）
を

奉
呈
す
る
規
定
に
変
更
さ
れ
た
と
結
論
づ
け
た（

10
）。

直
木
説
は
示
唆
に
富
む
も
の
で
、『
日
本
書
紀
』
の
即
位
記
事
を
批
判
的
に
検
討
す
る
姿
勢
は
継
承
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、

近
江
令
が
施
行
さ
れ
た
の
は
天
智
十
年
（
六
七
一
）
正
月
の
こ
と
な
の
で（

11
）、
神
宝
献
上
に
よ
る
即
位
儀
礼
は
大
友
皇
子
か
ら
実
修
さ
れ
た

と
み
る
方
が
よ
く
、
ま
た
そ
の
神
宝
は
浄
御
原
令
以
降
と
同
じ
く
鏡
剣
の
二
種
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
大
王
・
天
皇
の
即
位

時
に
鏡
剣
を
奉
呈
す
る
慣
例
は
大
化
前
代
に
遡
る
可
能
性
は
あ
る
と
し
て
も
、
い
つ
か
ら
は
じ
ま
る
と
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

そ
れ
よ
り
も
、
中
臣
が
天
神
寿
詞
を
奏
上
し
、
忌
部
が
神
璽
鏡
剣
を
奉
上
す
る
形
式
で
行
わ
れ
た
践
祚
儀
礼
は
、
養
老
令
か
ら
大
宝
令
、

さ
ら
に
は
浄
御
原
令
に
遡
る
こ
と
が
明
ら
か
で
、
私
見
で
は
そ
れ
は
近
江
令
に
ま
で
遡
及
す
る
と
想
定
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
意
味
で
の

践
祚
儀
礼
に
お
け
る
鏡
剣
献
上
は
近
江
令
で
は
じ
め
て
規
定
さ
れ
た
と
み
る
べ
き
で
、
そ
れ
以
前
に
同
様
の
践
祚
儀
礼
が
挙
行
さ
れ
た
こ

と
を
示
す
確
実
な
史
料
は
存
在
し
な
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

さ
し
あ
た
り
本
稿
で
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、『
日
本
書
紀
』
に
み
え
る
璽
符
・
璽
印
が
皇
位
の
レ
ガ
リ
ア
た
る
鏡
剣
を
示
す
も
の

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。「
天
書
世
王
伝
」
に
み
え
る
「
印
璽
」
は
「
璽
印
」
と
同
意
と
み
て
よ
い
の
で
、
こ
れ

も
す
な
わ
ち
皇
位
継
承
時
に
授
受
さ
れ
る
レ
ガ
リ
ア
た
る
鏡
剣
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、「
天
書
世
王
伝
」
は
大
友

皇
子
が
即
位
時
に
得
て
い
た
「
印
璽
」
を
、
村
国
連
男
依
が
奪
っ
て
東
宮
（
大
海
人
皇
子
）
に
奉
呈
し
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
こ
と
に
な

る
。「
天
書
世
王
伝
」
の
記
事
は
、
大
友
が
即
位
し
た
と
い
う
事
実
と
と
も
に
、
皇
位
を
保
証
す
る
レ
ガ
リ
ア
た
る
「
印
璽
」
が
存
在
し

た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
き
わ
め
て
重
大
な
問
題
に
つ
い
て
証
言
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
史
料
の
信
憑
性
を
判
断
す
る
た
め

『
天
書
』
逸
文
か
ら
み
た
大
友
皇
子
の
即
位
と
「
印
璽
」（
西
本
）
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に
は
、『
天
書
』
と
い
う
書
物
の
性
格
を
見
極
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
節
を
改
め
て
、『
天
書
』
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

二
『
天
書
』『
天
書
帝
紀
』
に
つ
い
て

鎌
倉
時
代
成
立
の
国
書
目
録
で
あ
る
『
本
朝
書
籍
目
録
』
の
神
事
部
に
、

天
書

十
巻

大
納
言
藤
原
浜
成
撰

と
あ
り
、『
天
書
』
は
一
〇
巻
で
大
納
言
藤
原
浜
成
の
撰
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
和
田
英
松
氏
は
『
長
寛
勘
文
』
所
載
の
清
原
頼
業

勘
文
に
「
天
書
神
記
」
と
み
え
る
こ
と
と
、『
古
語
拾
遺
』
の
奥
書
に
「
天
書
者
帝
紀
一
部
十
巻
、
日
本
紀
具
書
也
、
此
書
尤
可
秘
蔵
之

書
也
」
と
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、「
こ
の
書
は
、
神
代
よ
り
神
武
天
皇
以
後
に
及
び
た
る
を
以
て
、
或
は
神
記
と
い
ひ
、
或
は
帝
紀
と

も
記
し
た
る
も
の
な
ら
ん
か
」
と
説
い
た
。
ま
た
、
藤
原
浜
成
の
極
官
は
参
議
な
の
で
、
撰
者
を
「
大
納
言
藤
原
浜
成
」
と
す
る
の
は
疑

わ
し
く
、『
長
寛
勘
文
』
や
『
釈
日
本
紀
』
に
引
く
と
こ
ろ
か
ら
、『
天
書
』
は
院
政
時
代
を
下
ら
ざ
る
成
立
と
み
る
。
さ
ら
に
、
現
存
す

る
『
天
書
』
一
〇
巻
（
神
代
か
ら
皇
極
ま
で
を
記
述
）
は
後
世
の
偽
書
と
し
た（

12
）。

こ
れ
に
対
し
て
、
坂
本
太
郎
氏
は
伝
存
す
る
二
つ
の
『
天
書
』
の
う
ち
、
神
代
だ
け
を
書
い
た
『
天
書
紀
』
一
〇
巻
は
偽
書
で
あ
る
が
、

神
代
か
ら
皇
極
ま
で
を
記
述
し
た
『
天
書
』
一
〇
巻
は
『
釈
日
本
紀
』
所
引
の
逸
文
二
八
条
を
す
べ
て
包
含
し
、
文
脈
に
不
調
和
な
点
が

な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
『
本
朝
書
籍
目
録
』
所
載
の
『
天
書
』
と
認
め
て
よ
い
と
論
じ
た（

13
）。
そ
の
後
、『
天
書
』
の
逸
文
と
二
種
の
伝

本
は
神
道
大
系
に
集
成
し
て
翻
刻
さ
れ
た
が
、
そ
の
解
題
を
書
い
た
真
壁
俊
信
氏
は
『
天
書
』
を
三
種
類
に
分
け
、『
長
寛
勘
文
』
や
『
釈

日
本
紀
』
に
所
引
の
「
天
書
」
は
『
本
朝
書
籍
目
録
』
に
い
う
『
天
書
』
で
あ
り
、
院
政
時
代
を
下
ら
な
い
成
立
で
あ
る
が
、
伝
存
す
る

『
天
書
』
一
〇
巻
と
『
天
書
紀
』
一
〇
巻
と
は
い
ず
れ
も
近
世
に
な
っ
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
た（

14
）。

一
方
、
白
山
芳
太
郎
氏
は
、『
天
書
』
の
用
明
二
年
条
に
「
吾
国
者
神
国
也
」
と
い
う
中
世
の
神
書
的
主
張
が
み
ら
れ
る
の
で
、『
天
書
』
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一
〇
巻
（
神
代
～
皇
極
）
は
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
初
期
に
か
け
て
の
頃
に
成
立
し
た
も
の
と
考
え
た（

15
）。
斎
藤
英
喜
氏
も
『
釈
日
本
紀
』
巻

八
、
真
床
追
衾
に
引
か
れ
た
「
天
書
第
二
」
の
「
賜
玄
龍
車
、
追
真
床
之
縁
錦
衾
」
と
い
う
記
事
は
、
中
世
初
期
の
両
部
神
道
書
『
大
和

葛
城
宝
山
記
』
と
ほ
ぼ
同
文
な
の
で
、『
天
書
』
は
『
日
本
書
紀
』
を
中
世
仏
教
に
よ
っ
て
改
変
し
た
二
次
的
な
神
話
を
含
む
後
生
の
偽

書
で
あ
る
と
論
じ
た（

16
）。

以
上
を
要
す
る
に
、『
釈
日
本
紀
』
所
引
の
「
天
書
」
逸
文
を
含
む
伝
本
『
天
書
』
一
〇
巻
（
神
代
～
皇
極
）
は
、『
本
朝
書
籍
目
録
』

所
載
の
『
天
書
』
に
相
当
す
る
と
認
め
る
意
見
も
あ
る
が
、
神
話
を
仏
教
的
に
解
釈
し
た
記
事
を
含
む
点
か
ら
み
て
、
中
世
成
立
の
後
撰

本
と
み
る
意
見
に
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
伝
本
の
『
天
書
』
一
〇
巻
と
『
天
書
紀
』
一
〇
巻
は
と
も
に
偽
書
も
し
く
は
後

撰
本
で
あ
り
、『
本
朝
書
籍
目
録
』
に
引
か
れ
る
『
天
書
』
と
は
異
な
る
書
物
で
あ
る
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
う
な
る
と
残
る
の
は
、

『
長
寛
勘
文
』
所
引
の
「
天
書
神
記
」
と
本
稿
で
問
題
と
し
て
い
る
『
諸
道
勘
文

神
鏡
』
第
三
所
引
の
「
天
書
世
王
伝
」
の
二
つ
と
な
る
。

こ
れ
ら
は
『
本
朝
書
籍
目
録
』
が
引
く
「
天
書

十
巻
」
の
逸
文
と
み
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
『
古
語
拾
遺
』
明
応
元
年
（
一
四
九
二
）
智
祐
書
写
本
（
函
号

谷
・
三
三
六
）
に

記
さ
れ
た
次
の
よ
う
な
識
語
で
あ
る
（
適
宜
改
行
し
、
❟
➈
❷
❳
の
記
号
を
付
し
た
）。

❟

延
暦
廿
二
年
三
月
乙
丑
、
右
京
人
正
六
位
上
忌
部
宿
禰
浜
成
等
、
改
二
忌
部
一
為
二
斎
部
一
。
己
巳
、
遣
二
正
六
位
上
民
部
少
丞

斎
部
宿
禰
浜
成
等
於
新
羅
国
一
、
大
唐
消
息
。

➈

浜
成
所
レ
作
天
書
、
非
二
古
事
記
別
書
一
也
。
余
件
天
書
少
々
所
持
者
也
。
兼
文
記
レ
之
。

❷

或
云
、
此
書
浜
成
卿◦

所
レ
造
、
一
名
二
天
書
一
云

々
。
未
レ
詳
二
可
否
一
。
江
家
本
所
レ
被
二
注
付
一
也
。
天
書
者
、
天
書
帝
紀
一
部
十

巻
、
日
本
紀
具
書
也
。

❳

此
書
尤
可
二
秘
蔵
一
之
書
也
。
就
レ
中
本
朝
秘
書
等
、
大
半
皆
允
亮
初
点
読
之
故
也
。
兼
直

『
天
書
』
逸
文
か
ら
み
た
大
友
皇
子
の
即
位
と
「
印
璽
」（
西
本
）
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こ
の
識
語
は
現
存
諸
本
の
祖
本
の
位
置
を
占
め
る
嘉
禄
元
年
（
一
二
二
五
）
卜
部
兼
直
書
写
本
（
嘉
禄
本
、
天
理
図
書
館
所
蔵
）
の
第

一
紙
の
前
の
料
紙
に
記
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で（

17
）、
現
在
の
嘉
禄
本
で
は
失
わ
れ
て
い
る
が
、『
古
語
拾
遺
』
の
い
く
つ
か
の

古
写
本
で
は
巻
首
部
も
し
く
は
奥
書
部
冒
頭
に
こ
の
識
語
が
記
載
さ
れ
て
い
る（

18
）。

し
た
が
っ
て
こ
の
識
語
は
、
嘉
禄
本
『
古
語
拾
遺
』
を
書
写
し
た
卜
部
兼
直
が
本
文
以
前
の
巻
首
部
に
ま
ず
❷
❳
を
書
き
付
け
た
も
の

で
、
そ
の
後
、
卜
部
兼
文
が
❟
➈
を
追
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
な
る
と
、
卜
部
兼
直
は
ま
ず
❷
に
お
い
て
、
こ
の
書
す
な
わ

ち
『
古
語
拾
遺
』
は
浜
成
（「
卿
」
は
追
記
）
の
造
る
と
こ
ろ
で
、
一
名
天
書
と
も
い
っ
た
と
い
う
「
或
云
」
を
紹
介
し
た
の
ち
、
そ
の

可
否
は
未
詳
で
あ
る
が
、
江
家
本
に
注
付
さ
れ
て
い
る
、「
天
書
」
は
「
天
書
帝
紀
一
部
十
巻
」
で
、「
日
本
紀
具
書
」
で
あ
る
な
ど
と
述

べ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
つ
い
で
兼
直
は
❳
に
お
い
て
、
こ
の
書
は
も
っ
と
も
秘
蔵
す
べ
き
書
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
❷
の
「
或
云
」

は
『
古
語
拾
遺
』
が
浜
成
の
著
作
で
、「
天
書
」
と
も
称
さ
れ
た
と
い
う
が
、
兼
直
は
こ
の
説
の
可
否
は
未
詳
で
あ
る
と
し
た
上
で
、「
天

書
」
は
「
天
書
帝
紀
十
巻
」
の
こ
と
で
、「
日
本
紀
具
書
」
で
あ
る
と
自
説
を
述
べ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
後
、
卜
部
兼
文
が
❟
に
お
い
て
、
忌
部
浜
成
ら
の
姓
を
斎
部
に
改
め
た
こ
と
、
そ
の
斎
部
浜
成
ら
を
大
唐
消
息
の
た
め
新
羅
に
派

遣
し
た
こ
と
を
記
す
『
日
本
後
紀
』
延
暦
二
十
二
年
（
八
〇
三
）
三
月
乙
丑
（
十
四
日
）
条
と
同
月
己
巳
（
十
八
日
）
条
を
引
用
し
、
➈

に
お
い
て
、
浜
成
が
作
っ
た
「
天
書
」
は
古
事
記
の
別
書
で
は
な
く
、
余
は
こ
の
「
天
書
」
を
少
々
所
持
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
斎

部
浜
成
の
記
事
を
引
用
し
た
の
ち
に
、「
天
書
」
は
浜
成
の
作
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
で
、
兼
文
は
「
天
書
」
の
著
者
を
斎
部
浜
成
と
み

な
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

卜
部
兼
文
は
鎌
倉
中
期
の
神
祇
学
者
で
、
文
永
年
間
（
一
二
六
四
～
七
五
）
を
中
心
に
活
躍
し
た
。
文
永
十
一
年
（
一
二
七
四
）
六
月

か
ら
翌
年
十
月
に
か
け
て
一
条
実
経
・
家
経
・
実
家
父
子
ら
に
『
日
本
書
紀
』
の
進
講
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
と
き
の
問
答
録
が
兼
文
の

子
兼
方
が
編
纂
し
た
『
釈
日
本
紀
』
に
「
先
師
」
説
な
ど
と
し
て
多
数
引
用
さ
れ
て
い
る（

19
）。
卜
部
兼
直
は
鎌
倉
前
期
の
神
祇
学
者
で
、
歌
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人
と
し
て
も
高
名
で
あ
っ
た
。
現
存
最
古
の
鈔
本
た
る
嘉
禄
本
『
古
語
拾
遺
』
を
書
写
し
た
の
も
兼
直
で
あ
り
、
兼
直
は
兼
文
の
実
父
で

も
あ
っ
た（

20
）。
卜
部
家
は
兼
直
・
兼
文
の
時
代
に
神
典
の
書
写
や
研
究
を
は
じ
め
、
神
祇
氏
族
と
し
て
の
実
力
を
発
揮
し
は
じ
め
た
と
さ
れ

る（
21
）。卜

部
兼
直
や
兼
文
が
『
古
語
拾
遺
』
古
写
本
の
識
語
で
『
天
書
』
の
こ
と
に
言
及
し
、『
天
書
』
は
浜
成
も
し
く
は
斎
部
浜
成
の
著
作

で
あ
り
、『
天
書
』
は
「
天
書
帝
紀
一
部
十
巻
」
の
こ
と
で
、「
日
本
紀
具
書
」
で
あ
る
と
証
言
し
て
い
る
こ
と
は
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な

い
。
鎌
倉
時
代
の
学
者
の
記
述
で
あ
る
と
は
い
え
、『
古
語
拾
遺
』
の
奥
書
に
言
及
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、『
天
書
』
が
『
古
語
拾

遺
』
と
並
ぶ
古
代
の
重
要
な
神
祇
書
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
卜
部
氏
は
白
川
伯
家
・
中
臣
氏
・
斎
部
氏
と
並
ぶ
神
祇

家
で
、
斎
部
氏
作
の
古
書
も
多
く
所
持
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
れ
ら
の
奥
書
の
記
載
は
信
憑
性
が
高
い
と
い
え
よ
う
。

そ
う
な
る
と
、『
天
書
』
は
斎
部
浜
成
の
著
作
と
み
る
の
が
正
し
く（

22
）、『
本
朝
書
籍
目
録
』
が
『
天
書
』
の
著
者
を
藤
原
浜
成
と
し
て
い

る
の
は
誤
り
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。「
浜
成
撰
」
と
書
か
れ
て
い
た
の
が
、
藤
原
浜
成
撰
と
誤
解
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
本

朝
書
籍
目
録
』
の
巻
頭
、
し
か
も
神
事
部
の
最
初
に
『
天
書
』
と
斎
部
広
成
撰
『
古
語
拾
遺
』
が
並
び
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
、『
天
書
』

が
斎
部
浜
成
の
著
作
で
あ
る
こ
と
を
強
く
示
唆
す
る
。『
古
語
拾
遺
』
奥
書
に
み
え
る
斎
部
浜
成
は
広
成
の
誤
字
と
す
る
説（

23
）や
、
浜
成
は

広
成
の
父
で
あ
る
と
い
う
説（

24
）も
あ
る
が
、
両
人
は
兄
弟
で
あ
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
通
行
の
『
本
朝
書
籍
目
録
』
と
は
異
な
る
異
本
『
本
朝
書
籍
目
録
』
に
は
、「
天
書
」
と
は
別
に
「
天
書
帝
紀
」

な
る
書
物
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
彰
考
館
文
庫
本
『
本
朝
書
籍
目
録
』

（
25
）

の
国
史
部
に
は
、
古
事
記
・
先
代
旧
事
本
紀
・
日
本
書

紀
な
ど
と
並
ん
で
、

天
書
帝
紀

十
巻

が
み
え
、
新
井
白
石
書
写
本
の
『
日
本
書
籍
総
目
録
』

（
26
）

の
帝
紀
部
に
は
、
旧
事
本
紀
・
古
事
記
・
日
本
書
紀
な
ど
と
並
び
、

『
天
書
』
逸
文
か
ら
み
た
大
友
皇
子
の
即
位
と
「
印
璽
」（
西
本
）
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天
書
帝
紀

十（
衍
カ
）

八

巻

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
前
述
し
た
『
古
語
拾
遺
』
古
写
本
の
奥
書
に
「
天
書
者
、
天
書
帝
紀
一
部
十
巻
、
日
本
紀
具
書
也
」
と
あ
る
こ
と

も
考
え
合
わ
せ
る
と
、『
天
書
』
は
『
天
書
帝
紀
』
と
も
称
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
、
こ
れ
は
『
日
本
書
紀
』
を
読
む
際
の
参
考
書
に
も
な
っ

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
『
天
書
』＝『
天
書
帝
紀
』
は
斎
部
浜
成
の
著
作
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
和
田
英
松
氏
は
『
長
寛
勘
文
』
所
引
の
「
天
書
神
記
」
逸
文
や
『
古
語
拾
遺
』
の
奥
書
を
も
と
に
、『
天
書
』
は

神
代
よ
り
神
武
天
皇
以
後
に
及
ぶ
書
で
あ
っ
た
た
め
、
神
記
と
も
帝
紀
と
も
記
さ
れ
た
と
説
い
た
が
、
こ
の
見
方
が
お
お
む
ね
当
た
っ
て

い
る
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
卜
部
兼
直
の
注
記
に
「
天
書
者
天
書
帝
紀
一
部
十
巻
」
と
書
か
れ
て
い
た
こ
と
を
重
視
す
る
と
、『
天
書
』

は
神
代
か
ら
人
皇
代
ま
で
を
記
述
し
た
書
で
、
神
代
の
部
分
は
「
天
書
神
記
」、
人
皇
代
の
部
分
は
「
天
書
帝
紀
」
と
も
称
さ
れ
た
の
で

は
な
い
か
。『
天
書
』
と
『
天
書
帝
紀
』
と
は
や
は
り
異
名
同
書
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

『
天
書
帝
紀
』
は
「
日
本
紀
具
書
也
」
と
さ
れ
て
い
た
。
具
書
と
は
中
世
の
訴
訟
で
訴
状
に
添
え
て
提
出
す
る
証
拠
書
類
を
意
味
し
た

（『
日
本
国
語
大
辞
典
』）。『
釈
日
本
紀
』
巻
一
、
開
題
に
は
、

問
、
考
二
読
此
書
一
、
将
下
以
二
何
書
一
、
備
中
其
調
度
上
哉
。

答
、
師
説
、
先
代
旧
事
本
紀
、
上
宮
記
、
古
事
記
。
大
倭
本
紀
、
假
名
日
本
紀
等
是
也
。

と
あ
り
、『
日
本
書
紀
』
を
考
読
す
る
の
に
備
え
る
べ
き
書
物
と
し
て
、
先
代
旧
事
本
紀
・
上
宮
記
・
古
事
記
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。
こ

れ
ら
こ
そ
「
日
本
紀
具
書
」
と
い
え
る
も
の
で
、『
天
書
』
も
こ
れ
ら
と
同
じ
意
味
で
「
日
本
紀
具
書
也
」
と
評
価
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
。

さ
て
、『
天
書
』＝『
天
書
帝
紀
』
と
「
天
書
世
王
伝
」
の
関
係
で
あ
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
神
代
の
部
分
を
「
天
書
神
記
」、
人
皇

代
の
部
分
を
「
天
書
帝
紀
」
と
称
し
た
と
す
る
と
、「
天
書
世
王
伝
」
は
こ
の
う
ち
の
「
天
書
帝
紀
」
す
な
わ
ち
人
皇
代
の
部
分
の
逸
文
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で
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か（

27
）。
前
節
で
検
討
し
た
「
天
書
世
王
伝
」
逸
文
は
、
伝
本
『
天
書
』
一
〇
巻
の
な
か
に
対
応
す
る
記
述
が

認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
初
期
ま
で
に
編
纂
さ
れ
た
後
撰
本
『
天
書
』
の
逸
文
で
は
な
く
、『
本
朝
書
籍
目
録
』
所
載

の
『
天
書
』
の
逸
文
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
の
『
天
書
』＝『
天
書
帝
紀
』
が
斎
部
浜
成
の
著
作
で
あ
る
と
す
る
と
、
神

璽
鏡
剣
の
奉
上
に
関
わ
っ
た
忌
部
氏
に
伝
わ
る
古
伝
と
し
て
軽
視
で
き
な
い
価
値
を
も
つ
。

以
上
か
ら
、
大
友
皇
子
が
天
智
即
世
翌
年
（
六
七
二
）
正
月
癸
巳
（
二
日
）
に
即
位
し
、
七
月
甲
寅
（
二
十
五
日
）
に
薬
薨
し
た
の
ち
、

同
月
乙
卯
（
二
十
六
日
）
に
そ
の
「
印
璽
」
が
東
宮
（
大
海
人
皇
子
）
に
奉
呈
さ
れ
た
と
い
う
「
天
書
世
王
伝
」
の
所
伝
は
、
平
安
初
期

に
斎
部
浜
成
が
撰
し
た
『
天
書
』
の
た
し
か
な
逸
文
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
書
は
斎
部
氏
に
伝
わ
る
家
記
や
古
伝
を
踏
ま
え
た
も

の
と
考
え
ら
れ
、『
日
本
書
紀
』
が
記
載
し
な
か
っ
た
史
実
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
し
て
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
に
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
を
要
約
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

一
、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
九
条
本
『
諸
道
勘
文

神
鏡
』
第
三
な
ど
に
引
か
れ
る
「
天
書
世
王
伝
」
は
、
大
友
皇
子
が
天
智
没
後
翌

年
（
六
七
二
）
正
月
癸
巳
（
二
日
）
に
即
位
し
た
が
、
京
師
に
進
入
し
た
東
宮
方
の
軍
勢
に
敗
れ
、
七
月
甲
寅
（
二
十
五
日
）
に
薬
薨
し

た
こ
と
、
大
友
没
後
に
「
印
璽
」
が
接
収
さ
れ
て
東
宮
（
大
海
人
皇
子
）
に
奉
呈
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、『
日
本
書
紀
』
に
み
え
な
い
史
実

を
記
述
し
て
い
る
。『
天
書
』
は
偽
書
と
さ
れ
る
場
合
も
多
い
が
、「
天
書
世
王
伝
」
は
朝
廷
に
提
出
さ
れ
た
勘
文
に
引
か
れ
る
も
の
な
の

で
、
そ
の
信
憑
性
に
疑
問
を
容
れ
る
余
地
は
な
い
。『
日
本
書
紀
』
の
即
位
記
事
か
ら
み
て
、
東
宮
方
に
接
収
さ
れ
た
「
印
璽
」
と
は
「
璽

符
」「
璽
印
」
と
同
意
で
、
天
皇
即
位
時
に
授
受
さ
れ
る
レ
ガ
リ
ア
た
る
鏡
剣
を
さ
す
。

二
、『
天
書
』
は
『
本
朝
書
籍
目
録
』
に
藤
原
浜
成
撰
の
一
〇
巻
本
と
し
て
み
え
、
伝
本
と
し
て
『
天
書
』
一
〇
巻
（
神
代
～
皇
極
）

『
天
書
』
逸
文
か
ら
み
た
大
友
皇
子
の
即
位
と
「
印
璽
」（
西
本
）
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と
『
天
書
紀
』
一
〇
巻
が
存
在
す
る
。
た
だ
し
、『
天
書
』
一
〇
巻
は
仏
教
的
な
神
話
解
釈
か
ら
み
て
平
安
末
期
以
降
の
成
立
で
、
伝
本

の
『
天
書
』『
天
書
紀
』
は
と
も
に
偽
書
も
し
く
は
後
撰
本
と
み
ら
れ
る
。『
古
語
拾
遺
』
古
写
本
の
識
語
や
異
本
『
本
朝
書
籍
目
録
』
の

記
載
に
よ
る
と
、『
天
書
』
一
〇
巻
は
平
安
初
期
の
斎
部
浜
成
の
撰
で
、『
天
書
帝
紀
』
と
も
呼
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
。「
天
書
世
王
伝
」

は
『
天
書
』＝『
天
書
帝
紀
』
一
〇
巻
の
う
ち
、
人
皇
代
を
記
述
し
た
部
分
の
た
し
か
な
逸
文
で
あ
ろ
う
。『
本
朝
書
籍
目
録
』
が
藤
原
浜

成
撰
と
す
る
の
は
、
斎
部
浜
成
撰
の
誤
伝
と
考
え
ら
れ
る
。

前
稿
に
お
い
て
私
は
、
元
明
天
皇
即
位
詔
な
ど
に
み
え
る
不
改
常
典
は
近
江
令
で
は
じ
め
て
定
め
ら
れ
た
神
祇
令
（
神
令
）
践
祚
条
を

意
味
す
る
と
し
、
大
友
・
天
武
・
持
統
・
文
武
の
践
祚
（
神
器
授
受
）
は
こ
の
規
定
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
論
じ
た（

28
）。

本
稿
で
検
討
し
た
『
諸
道
勘
文

神
鏡
』
第
三
所
引
の
「
天
書
世
王
伝
」
は
、
大
友
皇
子
が
即
位
し
た
こ
と
と
、
大
友
没
後
に
「
印
璽
」

が
東
宮
（
大
海
人
皇
子
）
に
接
収
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
の
で
、
こ
こ
か
ら
必
然
的
に
大
友
は
践
祚
時
に
「
印
璽
」
を
受
納
し
て
い

た
こ
と
が
想
定
で
き
る
。
ま
た
、
斎
部
氏
の
著
作
に
お
い
て
「
吾
が
印
璽
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
「
印
璽
」
を
大
友
皇
子
に

奉
上
し
た
の
が
忌
部
氏
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
も
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
不
改
常
典
は
天
智
が
近
江
令
に
は
じ
め
て
定
め
た
神
祇
令
（
神
令
）
践
祚
条
で
あ
る
と
結
論
づ
け
て
問
題
な
い
で

あ
ろ
う
。
近
江
令
は
天
智
十
年
正
月
に
制
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
天
智
が
定
め
た
こ
の
践
祚
条
に
従
っ
て
弘
文
元
年
（
六
七
一
）
正
月
に

大
友
皇
子
が
鏡
剣
を
受
け
て
践
祚
し
た
。
そ
の
「
印
璽
」
は
壬
申
の
乱
を
は
さ
ん
で
、
天
武
・
持
統
・
文
武
と
受
け
継
が
れ
て
元
明
践
祚

に
ま
で
至
っ
た
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

關
西
大
學
『
文
學
論
集
』
第
七
十
四
巻
第
三
号

【T：】Edianserver ／關西大學／文學論集／第74巻第⚓号／
西本昌弘 最終⚓校／通し

四
二

最終⚓校／通し



注（
⚑
）
西
本
昌
弘
「
薬
師
寺
東
塔
檫
銘
と
大
友
皇
子
執
政
論
」（『
K
u‒O
RCA
S
が
開
く
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
』
関
西
大
学
ア
ジ
ア
・
オ
ー
プ

ン
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
二
二
年
）。

（
⚒
）『
石
清
水
八
幡
宮
史
料
叢
書
』
二
、
縁
起
・
託
宣
・
告
文
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
七
六
年
）
一
九
一
頁
。

（
⚓
）
高
田
義
人
・
臼
井
和
樹
「
九
条
本
『
諸
道
勘
文

神
鏡
』
所
収
の
寿
永
二
年
諸
道
勘
文
に
つ
い
て
」（
小
原
仁
編
『
変
革
期
の
社
会
と
九
条
兼
実
─『
玉
葉
』

を
ひ
ら
く
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
八
年
）
三
九
一
頁
の
翻
刻
文
で
は
、「
薬
薨
」
の
「
薬
」
の
右
傍
に
（
書
直
）
の
校
訂
注
を
付
し
て
、「
薬
」
が
書
直
薬

で
あ
る
こ
と
を
表
示
し
て
い
る
。

（
⚔
）
高
田
義
人
・
臼
井
和
樹
注
（
⚓
）
論
文
、
神
戸
航
介
・
杉
田
建
斗
「
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
九
条
家
旧
蔵
本
『
諸
道
勘
文

神
鏡
』
第
一
巻
の
紹
介
と
基

礎
的
考
察
」（『
東
京
大
学
日
本
史
研
究
室
紀
要
』
二
三
、
二
〇
一
九
年
）。

（
⚕
）
高
田
義
人
・
臼
井
和
樹
注
（
⚓
）
論
文
三
四
三
～
三
四
五
頁
。

（
⚖
）
高
田
義
人
・
臼
井
和
樹
注
（
⚓
）
論
文
三
五
三
～
三
五
四
頁
。

（
⚗
）
栗
原
朋
信
「
文
献
に
あ
ら
わ
れ
た
秦
漢
璽
印
の
研
究
」（『
秦
漢
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
〇
年
）、
好
並
隆
司
「
伝
国
璽
考
」（『
史
学
研
究
』

二
四
九
、
二
〇
〇
五
年
）。

（
⚘
）
小
島
憲
之
『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
』
上
（
塙
書
房
、
一
九
六
二
年
）
三
二
七
～
三
三
二
頁
。
日
本
古
典
文
学
大
系
『
日
本
書
紀
』
上
・
下
（
岩

波
書
店
、
一
九
六
七
年
・
一
九
六
五
年
）
の
頭
注
も
、
①
の
「
璽
符
」
は
『
漢
書
』
文
帝
紀
な
ど
、
漢
籍
の
成
句
を
借
り
た
も
の
で
（
上
、
四
三
九
頁
頭

注
一
三
）、
⑥
の
即
位
記
事
は
『
漢
書
』
文
帝
紀
の
文
を
多
少
潤
色
し
て
用
い
て
い
る
（
下
、
二
一
頁
頭
注
一
八
・
一
九
）
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
⚙
）
和
田
萃
「
タ
カ
ミ
ク
ラ
─
朝
賀
・
即
位
式
を
め
ぐ
っ
て
─
」（『
日
本
古
代
の
儀
礼
・
祭
祀
・
信
仰
』
上
、
塙
書
房
、
一
九
九
五
年
）
一
九
八
頁
。

（
10
）
直
木
孝
次
郎
「
建
国
神
話
の
虚
構
性
」（『
神
話
と
歴
史
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
三
年
）
一
二
八
～
一
三
二
頁
。

（
11
）
田
中
卓
「
天
智
天
皇
と
近
江
令
」（『
田
中
卓
著
作
集
六

律
令
制
の
諸
問
題
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
六
年
）、
吉
川
真
司
「
律
令
体
制
の
形
成
」（『
律

令
体
制
史
研
究
』
岩
波
書
店
、
二
〇
二
二
年
）。

（
12
）
和
田
英
松
『
本
朝
書
籍
目
録
考
証
』（
明
治
書
院
、
一
九
三
六
年
）
一
～
三
頁
。

（
13
）
坂
本
太
郎
「
天
書
管
見
」（『
日
本
古
代
史
の
基
礎
的
研
究
』
上
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
四
年
）。

（
14
）
真
壁
俊
信
「
解
題

天
書
」（
神
道
大
系

古
典
編
一
三
『
海
部
氏
系
図
・
八
幡
愚
童
記
・
新
撰
亀
相
記
・
高
橋
氏
文
・
天
書
・
神
別
記
』
神
道
大
系
編

『
天
書
』
逸
文
か
ら
み
た
大
友
皇
子
の
即
位
と
「
印
璽
」（
西
本
）
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纂
会
、
一
九
九
二
年
）。

（
15
）
白
山
芳
太
郎
「
天
書
の
本
文
と
解
題
」（『
皇
学
館
大
学
紀
要
』
二
八
、
一
九
九
〇
年
）、
同
「
天
書
の
性
格
」（『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
』
復
刊
三
、

一
九
九
〇
年
）、
同
「『
天
書
』」（『
歴
史
読
本
』
一
九
九
八
年
九
月
号
）。

（
16
）
斎
藤
英
喜
「『
日
本
書
紀
』
注
釈
史
と
天
皇
即
位
儀
礼
」（『
鷹
陵
史
学
』
四
四
、
二
〇
一
八
年
）
三
九
～
四
一
頁
。

（
17
）
石
井
正
敏
「『
古
語
拾
遺
』
の
識
語
に
つ
い
て
」（『
日
本
歴
史
』
四
六
二
、
一
九
八
六
年
）。
な
お
、
嘉
禄
本
の
奥
書
に
つ
い
て
は
、
鈴
鹿
三
七
「
古
語

拾
遺
」（『
上
代
日
本
文
学
講
座
』
五
、
書
目
提
要
篇
、
春
陽
堂
、
一
九
三
八
年
）
を
参
照
。

（
18
）
巻
首
部
に
こ
の
識
語
を
記
す
の
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
明
応
元
年
智
祐
書
写
本
、
蓮
左
文
庫
本
、
国
学
院
大
学
図
書
館
所
蔵
梵
舜
書
写
本
Ａ
な
ど
、

奥
書
部
冒
頭
に
記
す
の
は
、
愛
媛
大
学
所
蔵
鈴
鹿
文
庫
本
、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
梵
舜
Ｂ
本
な
ど
で
あ
る
。
石
井
正
敏
注
（
17
）
論
文
七
五
～
七
六
頁
参

照
。

（
19
）
太
田
晶
二
郎
「
前
田
育
徳
会
所
蔵
釈
日
本
紀
解
説

附
引
書
等
索
引
」（『
太
田
晶
二
郎
著
作
集
』
五
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
）
四
～
五
頁
、
岡

田
荘
司
「
日
本
書
紀
神
代
巻
抄
解
題
」（『
兼
倶
本
・
宣
賢
本
日
本
書
紀
神
代
巻
抄
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
八
四
年
）
一
三
～
一
四
頁
、
西
田
長
男
「
卜

部
神
道
の
成
立
と
一
条
家
の
人
び
と
」（『
日
本
神
道
史
研
究
』
中
世
編
下
、
講
談
社
、
一
九
七
九
年
）
一
四
二
～
一
四
三
頁
。

（
20
）『
宮
主
秘
事
口
伝
』
が
引
く
兼
文
宿
禰
記
に
「
親
父
兼
直
宿
禰
」
と
あ
り
、
兼
文
の
実
父
は
吉
田
流
の
兼
直
で
あ
っ
た
が
、
兼
文
は
平
野
流
の
兼
頼
の
養

子
と
な
っ
た
。
岡
田
荘
司
注
（
19
）
論
文
二
七
頁
、
西
田
長
男
注
（
19
）
論
文
一
四
二
頁
。

（
21
）
西
田
長
男
「
卜
部
家
に
於
け
る
古
典
の
研
究
（
上
）」（『
国
学
院
雑
誌
』
四
五
─
三
）
四
三
頁
。

（
22
）
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
十
一
月
に
大
伴
重
堅
が
刊
行
し
た
刊
本
『
古
語
拾
遺
』
の
書
後
に
「
延
暦
年
中
浜
成
作
二

天
書
一

、
而
其
書
既
逸
、
今
不
レ

可
二

得
検
一

焉
」
と
あ
り
、
清
原
貞
雄
『
日
本
古
代
史
論
』（
雄
山
閣
、
一
九
三
七
年
）
が
「
平
安
時
代
の
初
忌
部
浜
成
の
書
い
た
天
書
（
此
の
書
は
疑
わ
し
い

も
の
で
は
あ
る
が
）」（
一
〇
〇
頁
）
と
記
す
な
ど
、『
天
書
』
の
撰
者
を
斎
部
浜
成
と
み
る
意
見
も
少
数
な
が
ら
唱
え
ら
れ
て
い
た
。

（
23
）
池
辺
真
榛
『
古
語
拾
遺
新
註
』（
大
岡
山
書
店
、
一
九
二
八
年
）
三
二
頁
。

（
24
）
平
田
篤
胤
『
古
史
徴
』（『
平
田
篤
胤
全
集
』
第
一
二
、
法
文
館
書
店
、
一
九
一
四
年
）
一
之
巻
二
四
一
頁
、
二
之
巻
三
六
頁
。

（
25
）
国
文
学
研
究
資
料
館
に
架
蔵
の
紙
焼
写
真
（
Ｊ
五
〇
）
に
よ
っ
て
確
認
し
た
。
な
お
、
こ
の
写
本
に
つ
い
て
は
、
久
保
木
秀
夫
「
彰
考
館
徳
川
博
物
館

蔵
「
本
朝
書
籍
目
録
」」（『
中
古
中
世
散
佚
歌
集
研
究
』
青
𥳑
舎
、
二
〇
〇
九
年
）
に
部
分
翻
刻
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
な
か
に
問
題
の
「
天
書
帝
紀

十
巻
」
も
含
ま
れ
て
い
る
（
四
三
四
頁
）。

關
西
大
學
『
文
學
論
集
』
第
七
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第
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（
26
）
新
成
簣
堂
叢
書
第
五
冊
『
日
本
書
籍
総
目
録
』（
民
友
社
、
一
九
三
二
年
）。

（
27
）
高
田
義
人
・
臼
井
和
樹
注
（
⚓
）
論
文
三
四
九
頁
は
、
神
代
の
記
述
を
「
天
書
神
記
」
と
し
た
の
に
対
し
て
、
天
皇
の
代
の
記
述
を
「
天
書
世
王
伝
」

と
し
た
構
成
に
な
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
推
測
し
て
い
る
。

（
28
）
西
本
昌
弘
「
不
改
常
典
と
神
祇
令
践
祚
条
」（
同
編
『
日
本
古
代
の
儀
礼
と
社
会
』
八
木
書
店
、
二
〇
二
四
年
）。

『
天
書
』
逸
文
か
ら
み
た
大
友
皇
子
の
即
位
と
「
印
璽
」（
西
本
）
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